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は
じ
め
に

　

二
○
○
七
年
二
月
、
執
筆
者
は
茨
城
県
常
陸
太
田
市
の
「
古
美
術　

吉
成
」
に

お
い
て
、
吉
成
英
文
氏
が
所
蔵
す
る
岡
倉
覚
三
書
簡
と
横
山
大
観
講
演
録
に
接
す

る
機
会
に
恵
ま
れ
た
。
岡
倉
書
簡
は
、
催
事
へ
の
欠
席
を
伝
え
る
短
い
文
面
で
あ

る
が
、平
凡
社
版
『
岡
倉
天
心
全
集
』
に
は
未
収
録
の
資
料
で
あ
り
、『
五
浦
論
叢
』

誌
上
で
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
た
。
ま
た
、
横
山
大
観
の
講
演
録
は
、

既
に
一
九
四
二
年（
昭
和
一
七
）に
活
字
化
さ
れ『
現
代
』（
大
日
本
雄
弁
会
講
談
社
）

に
掲
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
双
方
の
記
述
に
は
文
体
な
ど
の
相
違
が
認
め
ら

れ
る
た
め
、
あ
わ
せ
て
紹
介
し
た
い
。
な
お
、
資
料
中
の
漢
字
は
原
則
と
し
て
現

行
の
字
体
を
用
い
、
変
体
が
な
は
ひ
ら
が
な
に
改
め
て
あ
る
。

①　

岡
倉
覚
三
書
簡　

　
　

和
紙
、
墨
筆
、
横
28
㎝　

×　

縦
18.3
㎝

　
　

封
筒
な
し

　
　

日
付
な
し
〔
明
治
二
二
年
六
月
頃
〕

　

拝
啓　

来
ル
三
十
日
御
懇
招
ヲ
蒙
リ
万
謝
之
至
ニ
御
座
候　

当
日
差
支
有

之
乍
遺
憾
参
会
仕
兼
候
間
此
段
御
断
迄　
　

草
々
頓
首

　

博
物
館　

岡
倉
覚
三

東
京　

射
的
協
会
御
中

「
不
参
」（
朱
印
）
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解
説

　

射
的
協
会
の
催
事
へ
の
出
欠
返
答
で
、「
不
参
」
の
印
は
同
協
会
に
よ
っ
て
押

印
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
書
簡
は
、「
川
村
純
義
宛
諸
家
書
翰　

明

治
二
二
年　

東
京
共
同
射
的
協
会
新
築
落
成
式
出
欠
返
答
集
」
と
題
さ
れ
た
書
簡

集
に
収
録
さ
れ
て
、
市
場
に
出
た
も
の
で
あ
る

（
1
）

　
　

。
日
付
は
な
い
が
、
岡
倉
は
明
治

二
一
年
（
一
八
八
八
）
に
博
物
館
学
芸
委
員
を
命
ぜ
ら
れ
、
翌
年
五
月
一
六
日
に

帝
国
博
物
館
理
事
お
よ
び
美
術
部
長
に
就
任
し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
以
後
に
書
か

れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
東
京
共
同
射
的
協
会
は
、明
治
二
二
年
（
一
八
八
九
）

六
月
三
○
日
に
新
射
的
場
の
開
場
式
を
開
催
し
て
お
り
、
当
時
の
新
聞
に
次
の
よ

う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

東
京
共
同
射
的
協
会
に
て
大
森
停
車
場
脇
に
新
築
せ
し
射
的
場
は
前
号
に
記

せ
し
如
く
一
昨
三
十
日
を
以
て
開
場
式
を
行
ひ
来
賓
は
清
国
皇
族
ハ
イ
ン

リ
ー
殿
下
を
始
め
貴
顕
紳
士
外
国
公
使
等
無
慮
六
百
余
名
来
会
し
懸
賞
射
的

放
鳥
射
的
等
あ
り
中
々
の
盛
会
な
り
し

（
2
）

　
　

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
書
簡
は
新
射
的
場
の
開
場
式
へ
の
欠
席
通
知
で
あ

り
、
明
治
二
二
年
六
月
頃
に
書
か
れ
た
も
の
と
推
定
で
き
る
。

　

岡
倉
と
射
的
協
会
と
の
関
係
は
詳
ら
か
で
は
な
い
が
、
岡
倉
一
雄
の
『
父
岡
倉

天
心
』
に
は
、
銃
猟
に
関
す
る
父
の
想
い
出
が
述
懐
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、

岡
倉
が
東
京
美
術
学
校
校
長
時
代
の
終
わ
り
頃
か
ら
銃
猟
を
嗜
み
、
銃
も
「
村
田

銃
の
三
十
番
」
か
ら
「
米
国
製
の
パ
ー
カ
ー
」
ま
で
、
四
挺
ほ
ど
持
っ
て
い
た
こ

と
が
記
さ
れ
る
。
明
治
三
一
年
（
一
八
九
八
）
の
暮
れ
に
は
、
銃
を
携
行
し
、
一

雄
と
橋
本
雅
邦
の
三
男
の
秀
邦
を
連
れ
て
小
旅
行
に
出
か
け
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

だ
が
岡
倉
の
銃
の
腕
前
は
「
下
手
」
だ
っ
た
よ
う
だ
。
あ
る
日
の
出
猟
で
は
、
弁

当
に
立
ち
寄
っ
た
尼
寺
で
、
住
持
が
天
目
の
茶
碗
に
容
れ
て
棒
げ
た
茶
を
受
け
取

る
と
、「
あ
な
た
の
た
め
に
、
今
日
の
殺
生
は
や
め
ま
し
ょ
う
」
と
言
っ
て
帰
っ

た
こ
と
が
あ
っ
た
と
い
う
。
一
雄
は
「
彼
に
と
っ
て
は
、
鉄
砲
を
担
ぐ
こ
と
が
た

だ
ぶ
ら
ぶ
ら
歩
き
す
る
よ
り
も
形
が
い
い
た
め
に
し
た
も
の
で
、
獲
物
の
ご
と
き

は
ま
っ
た
く
執
着
が
な
く
、
ま
た
あ
え
て
多
獲
し
よ
う
と
も
し
な
か
っ
た
」
と
回

想
し
て
い
る

（
3
）

　
　

。

②　

横
山
大
観
講
演
録　

　　
　

折
り
本
、
和
紙
、
墨
筆　

　
　

表
紙
寸
法　

横
8.5
㎝　

×　

縦
28.3
㎝

　
　

箱
書　
「
天
心
遺
績
顕
彰
会
講
演
録
」（
表
）

　
　

日
付
な
し
〔
昭
和
一
七
年
〕

　

天
心
岡
倉
覺
三
先
生　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

横
山
大
観

　

時
勢
に
先
立
つ
者
、
多
く
は
世
俗
に
容
れ
ら
れ
ま
せ
ん
、
其
容
れ
ら
れ
ざ

る
は
、
偶
々
先
覚
た
る
が
故
で
あ
り
ま
す
、
這
般
の
消
息
、
物
質
界
に
精
神

界
に
、
古
今
の
感
慨
、
何
ん
ぞ
無
限
な
る
と
云
ふ
べ
き
で
あ
り
ま
す
。

　

天
心
岡
倉
先
生
、
学
博
く
識
高
く
、
最
も
能
く
絵
画
彫
刻
に
通
じ
、
又
風

雅
一
般
造
詣
深
く
、
其
批
評
百
世
の
後
を
照
し
、
其
啓
蒙
千
古
の
前
を
闡
に

せ
ら
る
、
真
に
、
芸
術
界
稀
世
の
英
傑
に
し
て
大
先
覚
で
あ
ら
れ
ま
し
た
。
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曽
て
、
天
心
先
生
余
に
語
ら
れ
て
曰
く
「
表
に
博
愛
を
説
き
平
和
を
唱
へ

な
が
ら
、
裏
に
ダ
ム
ダ
ム
弾
毒
瓦
斯
を
作
り
、
自
ら
優
良
人
種
を
僭
称
し
、

亜
細
亜
民
族
を
奴
隷
視
し
、
積
年
に
渉
り
て
、
其
国
土
を
詐
取
強
奪
し
つ
つ

あ
る
の
が
、
英
米
諸
国
で
あ
る
」
と
、
而
も
其
後
在
印
中
、
親
し
く
英
国
の

暴
戻
を
目
賭
す
る
に
及
び
、
遂
に
激
発
せ
ら
れ
た
る
天
心
先
生
は
、
今
よ
り

約
四
十
一
年
前
、
仍
ち
日
英
同
盟
締
結
の
二
年
前
日
露
戦
争
の
三
年
前
、
亜

細
亜
民
族
の
覚
醒
と
文
化
的
優
逸
に
つ
い
て
、
執
筆
せ
ら
れ
た
の
で
あ
り
ま

し
た
が
、
其
激
越
の
辞
趣
、
時
の
英
印
政
府
の
忌
諱
に
触
れ
、
遂
に
世
に
現

は
る
る
に
至
ら
ず
、
先
生
仍
ち
再
び
筆
硯
を
新
に
し
て
稿
を
完
了
し
、
題
し

て
「
東
洋
の
理
想
」
と
謂
ふ
、
其
の
冒
頭
に
「
亜
細
亜
は
一
な
り
」
と
喝
破

し
、
特
に
日
本
の
燦
爛
た
る
古
代
文
化
的
理
想
に
つ
き
万
丈
の
気
を
吐
き
、

英
米
の
蒙
を
啓
い
た
の
で
あ
り
ま
し
た
。
先
生
は
又
在
印
中
、
釈
尊
成
道
の

聖
域
仏
陀
加
耶
を
買
収
せ
ん
と
し
て
抑
圧
せ
ら
れ
、
或
は
日
本
と
連
繋
し
て

全
亜
細
亜
仏
教
大
会
を
開
催
せ
ん
と
、
率
先
企
画
を
進
め
ら
れ
た
の
で
あ
り

ま
し
た
が
、
此
等
総
て
が
、
時
の
人
々
の
賛
す
る
処
と
な
ら
な
か
っ
た
の
で

あ
り
ま
す
。
今
、
イ
ギ
リ
ス
の
圧
政
と
闘
ふ
ガ
ン
ジ
イ
翁
、
若
し
之
を
知
ら

ば
、
果
し
て
如
何
な
る
感
慨
を
懐
く
こ
と
で
あ
り
ま
せ
う
、
然
る
に
当
時
、

欧
米
の
物
質
文
明
に
眩
惑
心
酔
し
て
お
り
ま
し
た
、
日
本
の
人
々
に
、
天
心

先
生
の
此
等
の
大
理
想
が
、
多
く
顧
み
ら
れ
な
か
っ
た
の
は
、
蓋
し
止
む
得

ぬ
事
で
あ
り
又
甚
だ
遺
憾
の
次
第
で
あ
り
ま
す
。
而
も
今
日
米
英
撃
滅
の

大
詔
の
も
と
、
大
東
亜
戦
争
の
赫
々
た
る
勝
利
に
よ
っ
て
、
先
生
に
対
す
る

追
憶
、
愈
々
切
な
る
も
の
あ
る
は
、
真
に
天
心
先
生
の
大
先
覚
た
る
を
、
示

す
も
の
が
あ
る
と
存
ず
る
の
で
あ
り
ま
す
。

　

明
治
の
初
期
、
日
本
の
芸
学
界
は
、
委
靡
潰
敗
の
一
路
を
辿
り
、
燦
た
る

東
洋
精
神
も
危
殆
に
瀕
し
、
古
道
漸
く
泯
滅
せ
ん
と
せ
る
、
所
謂
暗
黒
時
代

で
あ
り
ま
し
た
。
先
生
即
ち
慨
然
と
し
て
起
ち
、
奮
然
と
し
て
獅
子
吼
し
、

高
く
光
明
を
掲
げ
て
斯
界
の
暗
黒
を
照
し
、
為
に
古
美
術
の
調
査
及
保
存
の

法
定
ま
り
、
又
其
卓
抜
な
る
識
見
に
依
り
、
従
遊
の
徒
を
導
き
、
芸
術
世
界

発
生
の
こ
と
を
為
し
、
惹
い
て
博
く
古
道
を
興
し
、
所
謂
新
美
術
も
、
又
漸

く
曙
光
に
浴
す
る
こ
と
を
得
た
る
は
、
是
皆
、
先
生
先
見
の
賜
に
他
あ
り
ま

せ
ん
。
不
幸
に
し
て
先
生
事
志
と
違
い
、
中
途
に
し
て
早
逝
せ
ら
れ
ま
し
た

為
、
其
後
の
芸
学
界
は
、
再
び
混
乱
状
態
に
陥
り
、
只
時
代
の
浪
に
翻
弄
せ

ら
れ
つ
つ
、
遂
に
今
日
に
到
っ
て
お
る
の
で
あ
り
ま
す
。
外
観
は
如
何
に
も

隆
盛
な
る
が
如
く
粧
は
れ
て
あ
り
ま
す
が
、内
容
空
疎
な
る
現
代
芸
学
界
は
、

今
や
、
正
し
く
強
き
明
達
な
る
指
導
者
の
現
は
れ
ん
こ
と
を
希
求
す
る
事
、

誠
に
急
な
る
を
覚
ゆ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
翻
っ
て
思
ふ
に
、
若
し
明
治
の
初

期
、
我
国
の
上
下
、
官
民
、
こ
ぞ
っ
て
、
欧
米
に
心
酔
し
、
国
粋
を
省
み
ず
、

相
率
い
て
芸
学
を
忘
れ
た
る
時
代
に
於
て
、
天
心
先
生
の
如
き
大
先
覚
の
、

愛
国
的
指
導
が
な
か
っ
た
と
致
し
ま
す
な
ら
ば
、
今
日
の
芸
学
界
は
、
果
し

て
如
何
な
る
様
相
を
呈
し
て
お
っ
た
事
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
思
ふ
て
こ
こ
に

到
れ
ば
、
誠
に
慄
然
た
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

今
茲
、
大
東
亜
戦
争
の
下
、

大
御
稜
威
輝
く
時
、
皇
軍
神
兵
の
健
闘
に
依
り
、
赫
々
た
る
戦
果
を
収
め
つ

つ
あ
り
ま
す
こ
と
は
、
一
億
同
胞
の
等
し
く
感
謝
い
た
し
お
る
処
で
あ
り
ま

す
。
加
之
も
戦
勝
と
同
時
に
最
後
の
勝
利
に
向
っ
て
、
建
設
が
進
め
ら
れ
つ

つ
あ
り
ま
す
時
、
芸
学
も
亦
文
化
建
設
の
一
翼
を
、
当
然
担
う
も
の
で
あ
り

ま
す
故
、
芸
学
に
携
は
る
人
々
は
、
現
在
を
能
く
凝
視
め
な
く
て
は
な
ら
な

い
の
で
あ
り
ま
す
。
三
千
年
の
古
よ
り
流
れ
来
っ
た
祖
先
の
血
は
、
現
在
の
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吾
々
を
通
じ
、
将
来
の
子
孫
に
、
永
遠
に
護
ら
れ
継
承
さ
れ
る
の
で
あ
り
ま

す
。
随
っ
て
、
吾
々
に
過
去
の
文
化
を
探
求
し
て
、
新
し
き
文
化
を
創
作
せ

ん
と
す
る
開
発
的
意
志
が
な
い
な
ら
ば
、現
在
に
求
め
ら
れ
つ
つ
あ
る
処
の
、

日
本
芸
術
は
到
底
生
れ
得
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。
而
も
此
の
現
在
に
於
て
、

我
が
芸
学
は
甚
し
く
破
れ
、
其
興
る
べ
き
も
の
、
未
だ
定
ま
ら
ざ
る
実
情
に

在
る
の
で
あ
り
ま
す
。

　

大
東
亜
戦
争
下
、
国
内
の
各
部
門
は
聖
戦
完
遂
の
為
、
懸
命
の
努
力
を
以

て
、
再
編
成
せ
ら
れ
つ
つ
あ
り
、
世
界
維
新
樹
立
の
一
路
に
邁
進
し
つ
つ
あ

る
の
で
あ
り
ま
す
。
此
時
に
当
り
、
作
家
も
亦
、
国
家
の
意
図
を
自
覚
し
、

皇
国
日
本
の
臣
民
た
る
本
義
を
、
実
践
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
と

存
ず
る
の
で
あ
り
ま
す
。
然
る
に
近
年
、
猶
一
部
の
作
家
は
、
在
来
の
個
人

主
義
の
迷
夢
よ
り
醒
め
ず
、
徒
に
工
人
的
小
技
巧
を
弄
し
、
遊
戯
的
工
作
を

以
て
、
能
事
終
れ
り
と
し
、
或
は
、
漫
然
夷
狄
の
作
風
を
摸
し
て
得
々
た
る

が
如
き
、
道
義
精
神
の
頽
廃
せ
る
、
卑
俗
な
る
独
善
的
作
品
の
横
行
す
る
を

見
る
こ
と
は
、
日
本
芸
学
界
の
誠
に
大
い
な
る
恥
辱
で
あ
る
と
存
ず
る
の
で

あ
り
ま
す
。

　

我
等
は
、
此
種
作
家
の
反
省
と
、
国
家
并
に
国
民
の
覚
醒
と
に
依
っ
て
、

此
等
醜
穢
な
る
作
品
の
、
早
急
に
絶
滅
さ
る
る
こ
と
を
冀
い
、
日
本
芸
術
本

来
の
光
明
を
新
に
し
、
依
て
以
て
、
我
が
芸
学
の
振
興
に
寄
与
せ
ら
れ
ん
こ

と
を
心
か
ら
念
願
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
凡
そ
、
芸
学
に
終
始
す
る
人
々

は
、
常
に
日
本
の
伝
統
を
信
奉
し
、
各
人
が
胸
に
抱
く
至
純
の
我
魂
を
傾（
マ
マ
）到

し
て
、
崇
高
な
る
道
義
的
芸
術
を
創
見
す
る
よ
り
他
に
、
道
は
な
い
の
で
あ

り
ま
す
。
諸
君
も
御
承
知
の
如
く
、
古
賢
の
残
さ
れ
た
る
名
品
傑
作
に
は
、

皆
節
義
の
士
と
し
て
の
気
格
現
は
れ
、
而
も
魂
の
躍
動
せ
る
、
崇
き
高
き
大

乗
的
道
義
精
神
の
流
露
せ
る
を
見
る
の
で
あ
り
ま
す
。
如
此
き
芸
術
な
れ
ば

こ
そ
、
古
今
を
貫
い
て
我
が
人
文
に
資
す
る
処
極
め
て
多
く
、
精
神
的
に
も

最
高
の
糧
と
な
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
如
此
き
芸
術
な
れ
ば
こ
そ
、
我
が
日

本
が
精
神
文
化
の
上
に
於
て
も
、
世
界
に
誇
り
得
る
こ
と
を
得
、
そ
の
誉
強

兵
の
名
に
遜
ら
ざ
る
も
の
が
あ
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

　

天
心
先
生
曰
く
「
芸
術
の
生
命
は
創
見
に
あ
り
、
百
錬
千
磨
不
撓
の
精
神

に
し
て
茲
に
初
め
て
光
あ
ら
ん
。」
と
節
義
あ
る
人
格
と
、
魂
の
躍
動
し
た

る
大
乗
的
道
義
的
精
神
に
、
一
貫
す
る
芸
術
の
創
見
せ
ら
る
る
こ
と
に
依
っ

て
こ
そ
、
大
東
亜
の
諸
民
族
を
、
文
化
的
に
啓
蒙
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
で

あ
り
、
将
た
又
、
世
界
精
神
文
化
に
君
臨
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
と

信
ず
る
の
で
あ
り
ま
す
。

　

新
興
日
本
に
、
創
見
さ
る
べ
き
新
芸
術
の
使
命
こ
そ
は
、
現
代
作
家
に
課

せ
ら
れ
た
る
、
精
神
文
化
の
最
も
重
大
な
る
責
務
で
あ
り
ま
す
。
即
ち
こ
の

責
務
の
実
践
こ
そ
は
、
芸
術
報
国
の
信
条
で
あ
り
、
併
せ
て
天
心
先
生
の
霊

を
慰
む
べ
き
、
唯
一
の
道
で
あ
る
と
信
ず
る
の
で
あ
り
ま
す
。
苟
も
今
日
、

筆
と
刀
と
を
執
る
作
家
諸
君
に
し
て
、先
生
を
知
る
と
知
ら
ざ
る
と
に
不
係
、

暗
々
裡
に
天
心
先
生
の
恩
恵
に
浴
せ
ら
れ
ざ
る
人
は
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。

　

芸
術
界
の
偉
傑
に
し
て
大
先
覚
た
る
天
心
先
生
、「
ア
ジ
ア
」
は
一
な
り

と
叫
ば
れ
た
る
天
心
先
生
、
逝
い
て
茲
に
三
十
年
、
今
や
日
本
の
重
大
な
る

飛
躍
の
時
に
際
し
、
高
遠
卓
異
な
る
先
生
の
訓
を
聞
く
こ
と
を
得
ざ
る
は
、

私
の
尤
も
遺
憾
と
す
る
処
で
あ
り
、
追
憶
の
念
、
更
に
新
な
る
を
覚
ゆ
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。」
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解
説

　

昭
和
一
七
年
（
一
九
四
二
）
一
○
月
五
日
、
神
田
の
共
立
講
堂
で
の
岡
倉
天
心

三
〇
周
年
記
念
講
演
会
に
お
け
る
横
山
大
観
の
講
演
録
で
あ
る
。
折
本
の
状
態
で

紙
製
の
箱
に
収
め
ら
れ
て
お
り
、
表
書
に
は
「
天
心
遺
績
顕
彰
会
講
演
録
」
と
あ

る
。
横
山
大
観
記
念
館
理
事
長
の
横
山
隆
氏
に
よ
れ
ば
、
大
観
の
自
筆
原
稿
で
は

な
く
、
第
三
者
の
清
書
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

　

財
団
法
人
岡
倉
天
心
遺
績
顕
彰
会
（
以
下
、
遺
績
顕
彰
会
）
は
、
昭
和
一
七
年

一
月
七
日
に
認
可
さ
れ
た
組
織
で
、
大
観
は
そ
の
評
議
員
、
お
よ
び
理
事
長
に
就

任
し
た
。
遺
績
顕
彰
会
は
、
第
一
回
事
業
と
し
て
、
同
年
七
月
二
日
に
記
念
館
赤

倉
山
荘
及
び
記
念
碑
の
竣
工
式
を
挙
行
し
、
祝
賀
会
を
行
っ
た
。
次
い
で
、
こ
の

講
演
会
を
日
本
美
術
院
、
東
京
日
日
新
聞
と
と
も
に
主
催
し
た
の
で
あ
る

（
4
）

　
　

。

　

大
熊
敏
之
氏
は
、
昭
和
前
期
の
大
観
は
、
画
業
に
従
事
す
る
創
作
者
と
し
て
で

は
な
く
、「
美
術
界
で
絶
大
な
権
力
を
振
る
う
政
治
家
」
と
し
て
の
印
象
が
強
く
、

特
に
昭
和
一
六
、一
七
年
以
降
、
軍
部
の
求
め
に
応
じ
、
戦
意
高
揚
を
象
徴
す
る

富
岳
図
を
多
く
制
作
し
た
こ
と
で
「
軍
国
日
本
に
仕
え
る
『
近
代
御
用
絵
師
』」

に
な
っ
た
、
と
評
す
る

（
5
）

　
　

。
こ
の
講
演
録
は
、
ま
さ
に
大
観
が
「
近
代
御
用
絵
師
」

と
な
っ
た
頃
の
も
の
で
あ
り
、戦
意
高
揚
を
煽
る
ト
ー
ン
に
貫
か
れ
て
い
る
の
は
、

け
だ
し
当
然
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。　

　

こ
の
講
演
の
最
後
で
、
大
観
は
、
現
代
作
家
た
る
己
れ
の
責
務
は
、
新
芸
術
を

も
っ
て
国
に
報
い
る
「
芸
術
報
国
」
の
実
践
に
あ
る
と
し
、
そ
れ
は
「
天
心
先
生

の
霊
を
慰
む
べ
き
、
唯
一
の
道
」
だ
と
主
張
し
て
い
る
。
古
田
亮
氏
は
、
大
観
が

信
条
と
し
た
理
想
主
義
の
源
は
岡
倉
の
思
想
で
あ
っ
た
、
と
述
べ
、
岡
倉
が
推
進

し
た
日
本
画
革
新
の
美
術
運
動
が
「
同
時
代
の
社
会
の
理
想
を
代
表
す
る
よ
う
な

大観講演録（一部）
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『
国
民
芸
術
の
創
造
』」
で
あ
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
発
想
は
「『
彩
管
報
国
』

こ
そ
が
画
家
の
使
命
と
考
え
た
」
昭
和
期
の
大
観
に
通
じ
て
い
る
と
指
摘
す
る

（
6
）

　
　

。

「
彩
管
報
国
」
と
は
、
絵
筆
で
国
に
報
い
る
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
講
演
録
に
お

い
て
は
「
芸
術
報
国
」
の
語
句
と
照
応
す
る
。
こ
う
し
て
、
大
観
が
自
ら
の
信
条

の
拠
り
所
と
し
た
「
天
心
先
生
」
の
芸
術
思
想
は
、「
報
国
」
の
精
神
と
結
合
し

て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　

昭
和
一
○
年
代
は
、
時
局
を
正
当
化
す
る
「
先
覚
者
」
と
し
て
、
岡
倉
の
思
想

や
こ
と
ば
が
読
み
替
え
ら
れ
て
い
っ
た
時
期
で
あ
っ
た
。
そ
の
も
っ
と
も
代
表
的

な
も
の
が
、
大
観
が
繰
り
返
し
使
用
し
た
「
亜
細
亜
は
一
な
り
」、
す
な
わ
ち
岡

倉
の
著
書 T

he Ideals of the E
ast w

ith Special R
eference to the A

rt of Japan

（
邦
題
『
東
洋
の
理
想
』）
の
冒
頭
の
言
葉 “A

sia is one.”

の
邦
訳
で
あ
る
。
講

演
の
翌
日
、
東
京
日
日
新
聞
は
、「
ア
ジ
ヤ
の
先
覚
を
讃
ふ　

岡
倉
天
心
を
偲
ぶ

講
演
会
」
と
題
し
て
、
以
下
の
記
事
を
掲
載
し
た
。

「
ア
ジ
ヤ
は
一
な
り
」
と
喝
破
し
た
明
治
の
先
覚
者
天
心
岡
倉
覚
三
逝
い
て

三
十
年
、
そ
の
業
績
を
讃
へ
る
「
岡
倉
天
心
遺
績
顕
彰
講
演
会
」
が
日
本
美

術
院
、
岡
倉
天
心
遺
績
顕
彰
会
、
本
社
共
催
で
五
日
午
後
六
時
か
ら
一
ツ
橋

共
立
講
堂
で
催
さ
れ
た
、
横
山
大
観
伯
登
壇　

　

 　

明
治
の
初
期
に
お
い
て
危
殆
に
瀕
し
た
東
洋
美
術
を
復
興
さ
せ
た
の
は

全
く
先
生
の
力
で
あ
る
。
欧
化
思
想
の
浸
潤
し
た
わ
が
芸
、
学
界
に
先
生

の
思
想
を
活
か
す
こ
と
が
急
務
だ

と
述
べ
続
い
て
田
村
剛
博
士
の「
天
心
先
生
の
風
景
観
」、織
田
正
信
氏
の「
天

心
先
生
と
一
英
文
学
徒
」
脇
本
楽
之
軒
氏
の
「
天
心
先
生
を
憶
ふ
」
と
題
す

る
講
演
、今
井
慶
松
社
中
に
よ
る
天
心
作
詞
の「
前
期
日
本
美
術
院
の
歌
」「
松

虫
」
な
ど
の
俚
謡
を
発
表
、
本
社
製
作
映
画
「
ス
マ
ト
ラ
風
土
記
」「
蘭
印

探
訪
記
」
の
映
写
が
あ
っ
て
九
時
過
ぎ
盛
況
裡
に
閉
会
し
た

（
7
）

　
　

。

　

大
観
の
講
演
録
は
、
翌
一
一
月
に
は
常
体
の
文
体
に
改
稿
さ
れ
て
『
現
代
』
に

掲
載
さ
れ
、
そ
の
内
容
が
周
知
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た

（
8
）

　
　

。
さ
ら
に
同
時
期
（
一
一

月
八
日
）、
遺
績
顕
彰
会
は
、
茨
城
県
大
津
町
五
浦
の
岡
倉
旧
宅
に
お
い
て
「
亜

細
亜
ハ
一
な
里
」
と
刻
ま
れ
た
記
念
碑
を
建
立
し
、
除
幕
式
を
行
っ
た
。
石
碑
の

文
字
は
、
大
観
が
揮
毫
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
遺
績
顕
彰
会
の
事
業
の
背
景
に
は
、
日
中
戦
争
勃
発
以
降
、「
亜

細
亜
は
一
な
り
」が
大
東
亜
共
栄
圏
建
設
の
思
想
と
結
び
つ
け
ら
れ
て
称
揚
さ
れ
、

ア
ジ
ア
の
盟
主
た
る
日
本
の
将
来
像
を
予
見
し
た
「
天
心
」
を
賛
美
す
る
風
潮
が

あ
っ
た
。

　

戦
時
中
、
岡
倉
を
大
東
亜
共
栄
圏
の
「
先
覚
者
」
と
し
て
担
ぎ
上
げ
た
の
は
、

主
と
し
て
保
田
與
重
郎
、浅
野
晃
な
ど
の
「
日
本
浪
曼
派
」
系
統
の
文
学
者
で
あ
っ

た
。
彼
ら
は
、
岡
倉
の
「
亜
細
亜
は
一
な
り
」
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
相
互
に
「
天

心
」
論
を
展
開
し
た

（
9
）

　
　

。
し
か
し
、
木
下
長
宏
氏
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、T

he 

Ideals of the E
ast

の
書
名
は
「
東
方
世
界
の
諸
理
想
、
複
数
の
理
想
を
指
し
て

い
る
。
決
し
て
、
ア
ジ
ア
の
理
想
の
代
表
と
し
て
の
日
本
を
指
し
て
い
な
い
」
の

で
あ
り
、“A

sia is one.”

の
「
一
句
が
岡
倉
天
心
の
思
想
の
核
心
で
あ
る
と
い
う

考
え
は
、
昭
和
一
〇
年
代
に
岡
倉
を
あ
げ
つ
ら
っ
た
人
々
が
打
ち
出
し
た
こ
と
」

で
あ
っ
た
と
い
え
る

（
10
）

　
　

。

　

こ
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、「『
亜
細
亜
は
一
な
り
』
と
喝
破
し
、
特
に
日
本
の
燦

爛
た
る
古
代
文
化
的
理
想
に
つ
き
万
丈
の
気
を
吐
」
い
た
「
大
先
覚
の
愛
国
指
導
」

者
と
し
て
の
「
天
心
先
生
」
を
喧
伝
し
た
大
観
も
ま
た
、
た
と
え
そ
の
発
言
の
根
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底
に
岡
倉
へ
の
崇
敬
の
念
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
結
果
的
に
は
、
戦
後
「
大
ア
ジ

ア
主
義
者
」、「
国
粋
主
義
者
」
と
見
做
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
「
岡
倉
天
心
」
像
を

形
成
し
た
一
人
に
数
え
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
の
講
演
録
は
、
そ
の
具
体
的
な
例
証

の
ひ
と
つ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

（
附
記
）

　

本
資
料
の
掲
載
を
ご
快
諾
く
だ
さ
っ
た
吉
成
英
文
氏
、
仲
介
の
労
を
お
か
け
し

た
秋
山
高
志
氏
、
資
料
の
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
っ
た
横
山
大
観
記
念
館
横
山
隆

氏
、
佐
藤
志
乃
氏
、
池
田
博
子
氏
、
東
京
国
立
博
物
館
植
田
彩
芳
子
氏
、
筑
波
書

店
高
野
哲
夫
氏
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

註（
1
）『
筑
波
書
店
古
書
目
録
』
第
六
一
号
、
筑
波
書
店
、
一
九
九
六
年
、
六
頁
。

川
村
純
義
（
一
八
三
六
〜
一
九
○
四
、
海
軍
軍
人
、
枢
密
顧
問
官
）
は
明

治
一
五
年
（
一
八
八
二
）
設
立
し
た
共
同
射
的
会
社
の
発
起
人
の
一
人
。

（
2
）「
共
同
射
的
場
開
場
」、『
東
京
朝
日
新
聞
』、
明
治
二
二
年
七
月
二
日
号
、

第
一
面
。

（
3
）
岡
倉
一
雄
『
父
岡
倉
天
心
』、
中
央
公
論
社
、
一
九
七
一
年
、
一
五
六
〜

一
五
八
頁
。

（
4
）
昭
和
一
七
年
一
〇
月
五
日
は
、
東
京
美
術
学
校
興
亜
部
で
も
、
岡
倉
の

三
〇
年
忌
に
際
し
て
、
同
校
校
内
の
「
岡
倉
天
心
像
」
前
に
参
集
し
、「
天

心
祭
」
を
挙
行
、
講
演
等
を
行
っ
た
（「
美
術
界
彙
報
」、
美
術
研
究
所
編

『
日
本
美
術
年
鑑　

昭
和
一
八
年
』、
国
書
刊
行
会
、
一
九
九
六
年
、
七
頁
）。

（
5
）
大
熊
敏
之
「
昭
和
期
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
日
本
画
の
確
立―

一
九
二
○
〜
四

○
年
代
の
横
山
大
観
」、
宮
内
庁
三
の
丸
尚
蔵
館
編
『
横
山
大
観
の
時
代

1
9
2
0
ｓ―

4
0
ｓ
』、
宮
内
庁
、
一
九
九
七
年
、
四
二
〜
四
四
頁
。

（
6
）
古
田
亮
「
生
涯
の
指
針
と
な
っ
た
岡
倉
天
心
の
理
想
主
義
」、『
別
冊
太
陽

　

気
魄
の
人
横
山
大
観
』、
平
凡
社
、
二
○
○
六
年
、
一
五
頁
。

（
7
）「
ア
ジ
ヤ
の
先
覚
を
讃
ふ　

岡
倉
天
心
を
偲
ぶ
講
演
会
」、『
東
京
日
日
新

聞
』、
昭
和
一
七
年
一
○
月
六
日
号
、
第
二
面
。

（
8
）
横
山
大
観
「
天
心
岡
倉
先
生
」、『
現
代
』
第
二
三
巻
一
一
号
、
第
日
本
雄

弁
会
講
談
社
、
一
九
四
二
年
、
一
三
○
〜
一
三
二
頁
。
本
資
料
と
『
現
代
』

掲
載
の
文
面
と
の
間
に
は
、
文
体
や
題
名
の
変
更
の
ほ
か
に
、
句
点
の
位

置
、
漢
字
を
ひ
ら
が
な
に
改
め
る
な
ど
の
相
違
が
認
め
ら
れ
る
。

（
9
）「
日
本
浪
曼
派
」
系
統
の
文
学
者
に
よ
る
「
天
心
論
」
の
最
近
の
研
究
は
、

李
京
僖
「
保
田
與
重
郎
の
岡
倉
天
心
論―

三
つ
の
架
橋
の
相―

」（『
比
較

文
学
』
第
四
九
巻
、
日
本
比
較
文
学
会
、
二
○
○
七
年
、
五
二
〜
六
六
頁
）、

及
び
「
淺
野
晃
の
岡
倉
天
心
論―

『
日
本
浪
曼
派
の
周
辺
者
』
に
よ
る
批

評―

」（『
比
較
文
學
研
究
』
第
九
二
号
、
東
大
比
較
文
學
會
、
二
○
○
八

年
、
八
二
〜
一
○
三
頁
）
が
あ
る
。

（
10
）
木
下
長
宏
『
岡
倉
天
心―

物
ニ
観
ズ
レ
バ
竟
ニ
吾
無
シ―

』、ミ
ネ
ル
ヴ
ァ

書
房
、
二
○
○
五
年
、
二
四
○
〜
二
四
五
頁
。
木
下
氏
は
、『
東
洋
の
理
想
』

と
い
う
邦
題
が
つ
け
ら
れ
「
理
想
」
が
単
数
と
理
解
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ

て
、“A

sia is one.”

の
句
か
ら
「
東
洋
の
理
想
は
一
つ
で
あ
る
」
と
い
う

想
念
が
生
ま
れ
、
大
東
亜
共
栄
圏
の
思
想
と
合
体
さ
せ
ら
れ
た
、
と
指
摘

す
る
。

〔
し
み
ず　

え
み
こ
／
本
学
非
常
勤
講
師
・
客
員
所
員
〕


